
びびとと らら
中能登町議会中能登町議会議会だより

第 18号
2019. ２

平成31年１月６日　消防出初式

【主な内容】

　　　　　　　　 議会報告会　　　　　　　２ページ　　
　　　　　　　　 第２回　子ども議会　　　４ページ
開催しました！



議会だより とびら 第18号議会だより とびら 第18号 23

議 

会 

報 

告 

会

　
　

 

伝
統
的
建
造
物
群

　
　
　
　
　

保
存
対
策
事
業

　

調
査
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月
30
日
に
８
名

の
委
員
に
よ
り
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
対
象
物
件
は
47
件
で
各
物
件
の
歴
史

的
価
値
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
お
り
、
現
在

ま
で
に
30
件
が
調
査
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
費
は
300
万
円
（
内
訳　

国
150

県
30　

町
120
）
で
、
保
存
地
区
の
指
定
を
受

質
問

議
員　

回
答

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
児
童

館
の
統
合
に
先
行
し
て
、
昨
年
７
月
に
鹿
西

小
学
校
か
ら
、約
1.5
㎞ 

離
れ
た
場
所
に
あ
っ

た
「
ろ
く
せ
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
、

鹿
西
小
学
校
体
育
館
内
に
移
転
し
、
利
便
性

と
安
全
性
か
ら
も
放
課
後
児
童
対
策
が
図
ら

れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
保
育
園
再
編
に
つ
い
て
は
、
町
内

に
は
公
立
が
５
園
、
私
立
が
１
園
あ
り
ま
す

が
、
中
能
登
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

も
策
定
さ
れ
、
今
後
、
民
営
化
も
含
め
て
検

討
が
さ
れ
て
い
く
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
児
童
館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

保
育
園
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
役
場
庁
舎

や
図
書
館
な
ど
、
様
々
な
公
共
施
設
の
適
正

化
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
の
丈
に
合
っ

た
行
財
政
運
営
が
継
続
可
能
と
な
る
と
い
う

こ
と
を
、
議
会
と
し
て
も
認
識
し
な
が
ら
、

今
後
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道
、
県
道
、
町
道
、
そ
の
他
全
て
に
お
い
て
、

設
置
・
管
理
共
に
町
が
行
い
ま
す
。
費
用
は
、

交
通
安
全
対
策
費
と
し
て
約
200
万
円
が
県
か

ら
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
存
す
る
町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
約

２
０
０
０
基
で
す
。
新
規
設
置
は
１
基
約

15
万
円
、
ミ
ラ
ー
交
換
で
約
６
万
円
を
要
し

ま
す
。
近
年
は
新
規
設
置
が
年
間
10
基
前
後

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 

議
員
報
酬
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

中
能
登
町
議
会
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
で
は
、

議
長
、
副
議
長
及
び
議
員
の
議
員
報
酬
は

そ
れ
ぞ
れ
、
月
額
32
万
円
、
27
万
６
千
円
、

25
万
５
千
円
で
す
。

　

ま
た
、
議
長
、
副
議
長
及
び
議
員
の
期
末

手
当
は
、
議
員
報
酬
月
額
と
そ
の
額
に
100
分

の
15
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
を
算
定
の

基
礎
と
し
て
、
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
30
年
度
６
月
は
1.575
月

分
、
12
月
は
1.775
月
分
で
計
3.35
月
分
と
な
り
、

29
年
比
0.05
か
月
分
増
で
す
。
こ
れ
は
平
成
31

年
度
も
変
わ
ら
ず
1.675
の
２
月
分
で
６
月
、
12

月
と
も
同
じ
で
す
。

■
良
川
地
区

・
若
い
世
代
の
議
会
進
出

・
町
倫
理
条
例

■
能
登
部
下
地
区

・
議
会
行
革
・
活
性
化
特
別
委
員
会

・
庁
舎
統
合

・
防
災
対
策

・
農
業
問
題

■
鹿
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
強
化

・
庁
舎
問
題
の
現
状

・
消
雪
装
置
の
設
置
工
事

・
各
議
員
の
活
動
方
針

　

記
載
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
質
問
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
能
登
町
議
会
で
は
さ
ら
に
議
会
報
告
会
を
重
ね
て
、
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
住

み
よ
い
町
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 

子
育
て
応
援
の
政
策
が

逆
行
気
味
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
は
。

　
　
　
　
　
　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
今
春
、

町
内
９
施
設
か
ら
３
施
設
に
統
合
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、「
の
と
べ
児
童
館
」
で

一
日
平
均
４
人
の
利
用
が
あ
り
、
厚
生
員
１

名
で
運
営
管
理
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
で
は
名
称
変
更
し
た「
ろ
く
せ
い
児
童
館
」

で
は
一
日
平
均
18
人
の
利
用
が
あ
り
、
厚
生

員
２
名
で
運
営
管
理
を
し
て
お
り
、
一
定
の

成
果
が
で
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

　
　

 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
補
修
・

管
理
に
つ
い
て
汚
れ
や
向
き
の
不
適
切
な

も
の
が
あ
り
、
早
急
に
対
応
し
て
も
ら
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
等
の

補
修
に
つ
い
て
は
、
区
長
を
通
し
て
、
区
の

要
望
と
し
て
町
に
要
望
し
て
下
さ
い
。
町
が

現
場
を
確
認
し
、
緊
急
性
や
安
全
性
等
を
考

慮
し
た
上
で
、
順
次
、
補
修
等
を
行
い
ま
す
。

向
き
の
不
適
切
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
役
場

総
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
国

良
川
地
区

11
月
29
日　

ラ
ポ
ー
ル
よ
し
か
わ

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
国
か
ら
の
補
助
金
等
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
　

 

統
合
庁
舎
に
つ
い
て

　

庁
舎
統
合
建
設
特
別
委
員
会
の
非
公
開
の

開
催
は
、　

中
能
登
町
議
会
基
本
条
例
第
５

条
に
矛
盾
し
な
い
か
。
ま
た
、
ラ
ピ
ア
鹿
島

周
辺
で
の
新
築
案
を
答
申
し
た
議
会
の
旧
鹿

西
中
校
舎
の
具
体
的
活
用
策
は
。

　
　
　
　
　
　

原
則
公
開
だ
が
、　

案
件
に

よ
っ
て
は
議
会
の
議
決
を
も
っ
て
非
公
開
に

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
非
公
開
は
、
執
行
部
よ
り
、

町
民
の
皆
様
に
周
知
で
き
る
段
階
に
な
く
、

ま
た
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
な
い
と
の
説
明

を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。現
在
は
、

公
開
を
原
則
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

旧
鹿
西
中
学
校
活
用
案
に
関
し
て
は
、
年
度

内
に
は
決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

回
答

質
問

※１ 

参
考　

中
能
登
町
議
会
基
本
条
例
第
５
条

一
部
抜
粋

第
５
条　

議
会
は
、
町
民
主
権
を
実
現
す
る
た
め
、

町
民
に
町
政
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
、
町
政
へ

の
町
民
の
参
加
を
進
め
、
町
民
の
意
見
等
を
適
時

的
確
に
把
握
し
て
町
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
活

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
会
の
会
議
に
出
席
す
る
す
べ
て
の
者
は
、

議
会
が
町
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す

情
報
公
開
の
場
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
発

言
に
当
た
っ
て
は
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
こ

と
を
旨
と
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
資
料
を

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

議
会
は
、
会
議
に
関
す
る
情
報
を
広
く
町
民

に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※2 

参
考　

中
能
登
町
議
会
基
本
条
例
第
９
条

第
２
項
抜
粋

第
９
条

２　

委
員
会
は
原
則
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ

の
議
決
を
も
っ
て
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

議
員　

回
答

質
問

能
登
部
下
地
区

11
月
30
日　

能
登
部
下
集
会
所

 

鹿
島
地
区

 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
月
18
日　

ラ
ピ
ア
鹿
島

質
問

議
員　

回
答

質
問

議
員　

回
答

※1

※2
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12
月
10
日
、
町
内
３
小
学
校
の
６
年
生
約
１
４
０
名
が
鳥
屋
庁
舎

に
集
ま
り
、「
第
２
回
こ
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の

第
１
回
で
は
中
学
３
年
生
を
対
象
に
行
い
好
評
を
い
た
だ
き
、
よ
り
多

く
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
町
政
へ
の
関
心
を
高
め
、
議
会
の
仕
組
み

を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
場
で
は
本
会
議
さ
な
が

ら
に
質
問
席
に
立
ち
、
執
行
部
に
向
か
っ
て
「
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ

と
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。常
任
委
員
会
で
、議
会
は
小
学
校
で
い
う「
児

童
会
」
み
た
い
な
も
の
、
と
い
う
説
明
を
聞
く
と
納
得
し
て
う
な
ず
い

て
い
ま
し
た
。
２
つ
に
分
か
れ
て
開
か
れ
た
常
任
委
員
会
で
は
議
員
へ

さ
ま
ざ
ま
な
鋭
い
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

教育民生常任委員会総務建設常任委員会

よ
う
こ
そ
議
会
へ

第
２
回　

中
能
登
町
子
ど
も
議
会

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問

●　

健
康
で
幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
中
能
登
町
で
は
今
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
か
？

●　

中
能
登
町
の
小
学
校
や
中
学
校
に
お
い
て
の
、
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
、
今
、
ど
ん
な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

●　
「
税
金
は
み
ん
な
で
使
う
お
金
」
で
「
絶
対
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
」
と
学
習
し
ま
し
た
。
中
能
登
町
で
は
税
金
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

●　

中
能
登
町
に
あ
る
建
物
で
建
て
る
の
に
一
番
お
金
が
か
か
っ
た
建

物
は
何
で
す
か
？

●　

議
員
に
な
る
た
め
に
特
に
頑
張
っ
た
教
科
は
何
で
す
か
？
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 ■12月定例会議■　開催期間12月5日から18日　議案に関する議員からの質疑　町の30年度一般 会計予算は9253万６千円を減額補正して総額105億2966万円になりました ■12月定例会議■12月定例会議■　開催期間12月5日から18日　議案に関する議員からの質疑　町の30年度一般 会計予算は9253万６千円を減額補正して総額105億2966万円になりました ■12月定例会議

　

昨
年
の
１
月
末
に
は
寒
波
に

よ
る
水
道
の
断
水
、
８
月
31
日

か
ら
９
月
１
日
に
か
け
て
の
豪

雨
や
９
月
４
日
の
台
風
21
号
な

ど
に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
み
て
も
、
１
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
の
豪
雨
、
６
月

の
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
の
西

日
本
豪
雨
災
害
、
９
月
の
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
、
そ
し
て
数

多
く
発
生
し
た
台
風
被
害
な
ど
、

日
本
列
島
の
至
る
と
こ
ろ
で
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を

痛
感
す
る
１
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年

の
12
月
定
例
会
議
を
開
催
し
、

議
案
14
件
が
上
程
さ
れ
、
12
件

を
全
会
一
致
で
、
２
件
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た

諮
問
第
１
号
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦
１
件
に
つ
い
て
も

適
任
と
し
ま
し
た
。

県議会議員選挙

ポスター掲示板
設置

21万３千円の
減額補正

Ａ 設置場所数に増減はない。また、
商業施設に期日前投票所を設置
する予定である。
 （担当課：総務課）

中学校生徒

通学費補助
302万４千円
増額補正

12
月
定
例
会
議

後期高齢者医療

保険基盤安定
負担金
200万円
増額補正

Ａ 軽減措置対象者は、７割軽減1700人、5割軽減
495人、２割軽減267人で、所得額確定により軽
減額が増加し増額補正となった。
 （担当課：保健環境課）

Ｑ 軽減措置にかかる増額とのことだが、その対象人
数と増額理由はなにか。

子育て

計画策定
ニーズ調査
委託料

Ａ 風しんの対象者は成人で、接種者は18人。おた
ふくかぜの対象者は１歳から就学前までの児童が
対象で、83人の接種があった。
 （担当課：保健環境課）

Ｑ 助成の対象者と接種者数を尋ねる。 任意予防接種

風しん
と

おたふくかぜ

子ども子育て支援法に基づく計画で、策定にあたり、子ども子育て支援法に基づく計画で、策定にあたり、
事前に保護者のニーズを把握して計画策定したいこ事前に保護者のニーズを把握して計画策定したいこ
とから実施するもの。 （担当課：住民福祉課）とから実施するもの。 （担当課：住民福祉課）

ＡＡ

ニーズ調査について詳細なニーズ調査について詳細な
説明を求める。説明を求める。

ＱＱ

設置場所が減ったのか。また、設置場所が減ったのか。また、
期日前投票所に商業施設が含ま期日前投票所に商業施設が含ま
れるか。れるか。

ＱＱ

詳細な説明を求める。詳細な説明を求める。ＱＱ
路線バスとJR通学者への補助金となっている。委路線バスとJR通学者への補助金となっている。委
員からは、申請したならば利用するよう指導すべき員からは、申請したならば利用するよう指導すべき
との意見をいただき、アンケートなどをとりながらとの意見をいただき、アンケートなどをとりながら
利用促進に向けて努力する。利用促進に向けて努力する。
 （担当課：教育文化課） （担当課：教育文化課）

ＡＡ
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12 月定例会議　採決の結果

結果 町　長　提　出　議　案

可決

中能登町情報公開条例の全部改正について
　　　行政機関の保有する情報の公開に関する法律の一部が改正され、個人情報の定義が

明確になり、また、用語の定義や制度の運用等の規定についても法に準じた内容と
するため改正を行うもの。

内容

■ 付託された常任委員会での請願の採択結果

請　願 付託委員会
採択結果

請願者：石川県教職員組合　執行委員長　船塚俊克
紹介議員：林　真弥議員
教職員定数改善と教育予算拡充を求める意見書採択の要請について

教育民生常任委員会
採　　択

結果 議　会　提　出　議　案

可決 議員派遣について

可決 教職員定数改善と教育予算拡充を求める意見書

【
坂
井
】
中
学
生
の
金
大
キ
ャ
ン
パ
ス

ビ
ジ
ッ
ト
は
、
生
徒
の
進
路
選
択
や
働

く
た
め
の
資
質
を
培
う
た
め
に
は
有
効

だ
と
考
え
る
が
、
継
続
の
可
否
に
つ
い

て
伺
う
。

【
教
育
長
】
今
年
度
初
め
て
実
施
し
た

金
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ジ
ッ
ト
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
。
金

沢
大
学
の
歴
史
や
特
徴
、
学
ぶ
こ
と
の

意
義
に
つ
い
て
の
講
義
等
を
受
け
、
更

に
、
中
能
登
中
出
身
の
先
輩
か
ら
は

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
話
し
を
聞
く
機

会
も
あ
り
、
今
後
の
進
路
選
択
に
大
い

に
役
立
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
中
学
校

か
ら
は
来
年
度
以
降
の
実
施
の
要
望
も

あ
り
、今
後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
る
。

問 

金
大
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ジ
ッ
ト
の
継
続
を

　
　
答 

進
路
選
択
を
目
的
に
継
続
し
た
い

12月定例会議　一般質問 ここが聞きたい ! !

12名の議員が登壇し質問する
【
作
間
】
Ｉ
Ｔ
化
推
進(

ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
等)

に
関
し
て
、

会
議
シ
ス
テ
ム
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
す
る
こ
と
へ
の
考
え
を

聞
く
。

【
町
長
】
平
成
29
年
度
の
定
例

会
議
や
随
時
会
議
の
資
料
に
約

３
万
枚
の
紙
が
印
刷
さ
れ
、
印

刷
コ
ス
ト
、
配
布
の
手
間
の
削

減
が
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

高
速
印
刷
機
の
導
入
、
印
刷
製

本
の
コ
ス
ト
低
減
や
時
間
短
縮

を
図
っ
て
い
る
が
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
の
対
策
と
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
も
一
つ
の
案
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
便
利

な
も
の
で
は
あ
る
が
、
会
議
が

長
時
間
に
及
ぶ
場
合
の
バ
ッ
テ

リ
ー
や
シ
ス
テ
ム
に
不
具
合
が

生
じ
た
時
の
会
議
中
断
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
踏
み
切
れ

な
い
要
因
だ
が
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
で
き
れ
ば
導
入
を
進

め
た
い
。

【
作
間
】
先
般
、
議
会
運
営
委

員
会
で
議
会
放
映
に
関
し
、
神

奈
川
県
葉
山
町
へ
視
察
研
修
に

伺
っ
た
。
対
応
さ
れ
た
議
員
全

て
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
さ
れ
、

既
に
必
需
品
だ
と
の
指
摘
も
受

け
、
そ
れ
を
痛
感
し
た
。
県
内

で
は
内
灘
町
が
町
か
ら
の
貸
与

と
し
て
導
入
し
て
お
り
、
当
町

で
も
貸
与
で
の
導
入
を
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
我
々
も
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
耕
作
放
棄
地

解
消
と
担
い
手
確
保
に
む
け
た

基
盤
整
備
▼
議
員
報
酬

作間　七郎 議員

タブレットの利用でペーパーレス化を

問 

議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
せ
よ

　
　
答 

一
つ
の
案
と
し
て
検
討
し
て
い
る

【
坂
井
】
小
学
校
３
・
４
年
生
と
５
・
６

年
生
の
英
語
学
習
の
課
程
に
つ
い
て
伺

う
。

【
教
育
長
】
３
・
４
年
生
の
英
語
学
習
は

年
間
20
時
間
で
、対
話
に
重
点
を
お
く
。

５
・
６
年
生
は
55
時
間
で
、
書
く
と
読

む
が
加
わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

【
坂
井
】
小
学
校
低
学
年
の
ラ
ン
ド
セ

ル
軽
量
化
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
家
庭
学
習
で
使
用
予
定
の

な
い
教
科
書
等
は
、
学
校
に
置
い
て
帰

る
「
置
き
勉
」
を
認
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
関
東
中
能
登
会

坂井　幸雄 議員

広いキャンパスを訪れる

■ 全議員が賛成して可決された主な議案　　（議長は、採決には加わりません。）

提出された議案に対して、議員が賛成・反対の意思をあらわして、
議案成立の可否が決定します。

■ 賛否が分かれた議案 〇：賛成  ×：反対  欠：欠席  退：退席  除：除斥

結
果

議員名

議案名

古
玉
い
づ
み

尾
田　

良
一

土
本　
　

稔

林　
　

真
弥

中
川　

秀
平

笹
川　

広
美

南　
　

昭
榮

諏
訪　

良
一

甲
部　

昭
夫

坂
井　

幸
雄

作
間　

七
郎

町　長　提　出　議　案

可
決

中能登町議会の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例について
　　　人事院勧告に基づく国家公務員の給

与改定に準じ、議会議員の期末手当の
支給月数を年間０.０５ヵ月分引き上げ
る改正

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

中能登町常勤の特別職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例について
　　　人事院勧告に基づく国家公務員の給

与改定に準じ、常勤の特別職の職員の
期末手当の支給月数を年間０.０５ヵ月
分引き上げる改正

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内容

内容
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古玉いづみ 議員

12月定例会議 一 般 質 問

【
南
】
最
近
、
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報

が
相
次
い
で
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

当
町
で
も
増
え
続
け
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
①
今
年
度
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
金
額
、
②
成
獣
・
幼

獣
の
捕
獲
数
、
③
既
設
の
獣
肉
処
理
施

設
へ
持
ち
込
ん
で
も
処
理
が
追
い
つ
か

ず
、
受
け
付
け
て
く
れ
な
い
状
況
だ
。

町
独
自
の
処
理
施
設
も
し
く
は
七
尾
市

と
の
共
同
施
設
新
設
へ
の
協
議
、
④
肉

を
地
元
の
方
に
安
価
で
美
味
し
く
食
べ

て
い
た
だ
く
た
め
、
消
費
と
流
通
拡
大

の
推
進
、
の
４
点
を
聞
く
。

【
町
長
】
①
10
月
末
現
在
で
町
が
把
握

し
て
い
る
農
作
物
へ
の
被
害
額
は
、
約

118
万
円
で
あ
る
。

②
12
月
６
日
現
在
、
成
獣
145
頭
、
幼
獣

129
頭
で
、
昨
年
度
１
年
間
の
202
頭
と
比

べ
72
頭
の
増
で
あ
る
。

③
処
分
は
、
捕
獲
者
と
地
区
の
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り

今
後
の
課
題
だ
と
思
う
が
、
町
単
独
で

の
処
理
施
設
新
設
は
難
し
い
と
考
え
る
。

七
尾
市
と
の
共
同
で
の
解
決
策
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

④
イ
ノ
シ
シ
肉
の
消
費
や
流
通
拡
大
に

つ
い
て
も
今
後
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
桜
苗
木
の
各
地
区
で

の
植
樹
計
画

南　　昭榮 議員

問 

イ
ノ
シ
シ
処
理
施
設
新
設
を
検
討
せ
よ

　
　
答 

七
尾
市
と
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い

【
笹
川
】
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
①
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
、
②

職
員
研
修
、
③
町
民
へ
の
啓
発
、
④
法

的
証
明
書
類
の
見
直
し
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
証
明
制
度
の
導
入
を
促
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
①
人
権
問
題
と
し
て
相
談
に

応
じ
、
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
機
関
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

②
基
礎
知
識
を
学
び
、
業
務
対
応
を
学

ん
で
い
く
。

③
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
正
し
い

知
識
を
啓
発
す
る
。

④
性
別
欄
の
削
除
は
、
シ
ス
テ
ム
機
器

の
更
新
時
期
に
検
討
を
進
め
た
い
。
さ

ら
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
制

度
の
導
入
は
、
先
進
自
治
体
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

【
笹
川
】
町
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
、
人
権
に
関
す
る
計
画
や
自
殺
対
策

計
画
に
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
取
り
組
み
を
明

確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
企
画
課
長
】
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
で
は
第
３
期
計
画
策
定
時
に
見
直
し

を
行
い
た
い
。

【
参
事
兼
住
民
福
祉
課
長
】
町
の
総
合

計
画
と
一
体
と
な
っ
た
人
権
計
画
に
は
、

人
権
問
題
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

【
保
健
環
境
課
長
】
自
殺
対
策
計
画
に

つ
い
て
は
、
協
議
会
で
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
た
い
。

そ
の
他
質
問
▼
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
者
の
救
済
措
置
▼
学
校
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

笹川　広美 議員

問 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
と
支
援
を
！

　
　
答 

取
り
組
み
を
検
討
す
る

【
古
玉
】
①
男
女
共
同
参
画
推
進
宣
言

企
業
の
参
加
数
と
町
の
関
わ
り
方
は
。

特
に
女
性
の
活
躍
推
進
へ
の
意
識
改
革

と
労
働
状
況
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
の
考
え
を
問
う
。
②
町
職
員
の
女
性

課
長
職
の
割
合
は
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
研
修
な
ど
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

【
町
長
】
①
当
町
で
は
、
７
つ
の
企
業

が
男
女
共
同
参
画
推
進
宣
言
企
業
と
し

て
認
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
職
場
内
環

境
の
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
設
立
の
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
方

が
、
各
地
区
や
学
校
な
ど
に
出
向
き
、

紙
芝
居
や
朗
読
劇
を
通
し
て
普
及
啓
発

を
図
っ
て
い
る
。

②
町
職
員
の
女
性
管
理
職
は
約
３
割
で

あ
る
。

【
総
務
課
長
】
②
男
女
を
問
わ
ず
40
種

類
を
超
え
る
研
修
の
機
会
を
与
え
て
い

る
。
今
後
も
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め

て
い
く
。　
　

【
古
玉
】
女
性
課
長
職
の
割
合
が
３
割

近
い
の
は
保
育
園
の
園
長
を
含
め
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
行
政
職
に
限
る
と

13
・
６
％
で
あ
る
。
今
後
の
女
性
職
員

の
登
用
・
活
躍
に
期
待
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

４
Ｋ
放
送

問 

職
場
で
の
女
性
活
躍
を
推
進
せ
よ

　
　
答 

職
場
環
境
作
り
を
推
進
し
て
い
く

捕獲されたイノシシ男女共同参画推進員の会による紙芝居

【
土
本
】
①
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て

い
る
が
、
基
本
的
な
対
策
を
伺
う
。
②

医
療
費
抑
制
に
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
促
進
が
重
要
と
考
え
る
が
、

対
応
を
伺
う
。

【
町
長
】
①
病
気
が
重
症
化
す
る
と
医

療
費
も
高
額
と
な
る
た
め
、
早
期
発
見

と
重
症
化
を
予
防
す
る
保
健
指
導
や
特

定
健
診
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。ま
た
、

生
活
習
慣
病
を
抑
制
す
る
こ
と
で
重
症

化
を
防
ぎ
、医
療
費
抑
制
を
図
り
た
い
。

②
国
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
利
用
目
標
は

80
％
だ
が
、
町
の
利
用
率
は
、
国
保
加

入
者
で
約
79
％
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
で
約
68
％
と
な
っ
て
い
る
。

目
標
を
上
回
る
よ
う
に
、
被
保
険
者
証

の
一
斉
更
新
時
に
は
、
希
望
シ
ー
ル
等

を
同
封
す
る
と
と
も
に
、
七
尾
市
医
師

会
に
も
普
及
促
進
を
お
願
い
す
る
。

【
土
本
】
加
入
者
が
全
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
を
使
用
し
た
場
合
、
町
負
担
の
差
額

は
い
く
ら
か
。

【
保
健
環
境
課
長
】
年
間
の
概
算
で
、

国
保
で
約
３
千
６
０
０
万
円
、
後
期
高

齢
者
医
療
で
約
９
千
６
０
０
万
円
の
差

額
と
な
る
。

【
土
本
】
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
で
、
年
間
約
１
億
３
千
２
０
０
万
円

を
削
減
で
き
る
計
算
と
な
る
。
医
療
費

の
増
加
が
他
人
事
で
は
な
い
と
い
う
意

識
改
革
が
で
き
れ
ば
と
切
に
願
う
。

そ
の
他
の
質
問
▼
中
能
登
ス
ロ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム

土本　　稔 議員

問 
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
促
進
せ
よ

　
　
答 

更
な
る
普
及
促
進
に
取
り
組
む

12月定例会議 一 般 質 問

【
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
】

Ｌ
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
で
女
性
同
性
愛
者

Ｇ
は
、
ゲ
イ
で
男
性
同
性
愛
者

Ｂ
は
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
で
両
性
愛
者

Ｔ
は
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
自
認
す
る
性
別
と
出

生
時
の
性
別
が
一
致
し
て
い
な
い
人
の
こ
と
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
性
的
少
数
者
の
総
称
の
一
つ
。

日本女性会議2018in金沢
分科会〔性の多様性〕



中川　秀平 議員

諏訪　良一 議員

議会だより とびら 第18号議会だより とびら 第18号 1213

12月定例会議 一 般 質 問

【
尾
田
】
昨
年
の
10
月
時
点
で
不
登
校

生
徒
は
19
名
、
そ
の
う
ち
13
名
が
中
学

生
と
い
う
状
態
で
あ
る
う
え
、
中
学
生

で
は
素
行
不
良
の
生
徒
が
い
て
先
生
も

手
を
焼
い
て
い
る
と
い
う
。
中
学
校
で

は
小
学
校
で
の
道
徳
教
育
効
果
が
ま
っ

た
く
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

何
か
対
応
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
中
能
登
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

柱
に
学
習
規
律
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

規
律
の
意
義
や
重
要
性
を
教
え
な
が
ら

取
り
組
む
つ
も
り
だ
。
ま
た
、
県
か
ら

派
遣
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
交
え

て
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。
更
に
は
、

児
童
相
談
所
や
教
育
研
究
所
な
ど
の
外

部
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
。

【
尾
田
】
対
策
は
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
お

ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
効
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
一
人

ひ
と
り
の
教
師
の
方
が
ど
う
現
状
に
対

応
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
っ
て
い
な
い

よ
う
だ
。
そ
こ
で
提
案
な
の
だ
が
、
家

庭
教
育
の
大
切
さ
を
も
っ
と
親
御
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
朝
礼

時
や
給
食
時
に
講
話
を
す
る
こ
と
で
長

い
目
で
見
て
い
く
と
効
果
の
あ
る
教
育

が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問
▼
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
力
量
に
差
、

教
師
と
の
連
携
が
問
題
。
▼
勝
山
城
の

保
全
と
整
備

尾田　良一 議員

問 

小
学
校
で
の
道
徳
教
育
効
果
が
失
わ
れ
て
い
る

　
　
答 

家
庭
環
境
も
配
慮
し
、
学
習
規
律
の
徹
底
化
に
努
め
る

【
林
】
今
年
度
、
中
央
省
庁
等
で
障
が

い
者
の
法
定
雇
用
率
水
増
し
と
い
う
問

題
が
発
生
し
た
。
公
務
員
に
も
民
間
企

業
に
も
こ
の
雇
用
率
は
定
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
厚
労
省

ま
で
も
が
水
増
し
を
し
て
い
た
と
聞
き

愕
然
と
し
た
。
当
町
の
現
状
は
、
非
正

規
職
員
を
含
め
た
法
定
雇
用
率
に
問
題

は
な
い
が
、
正
規
職
員
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
は
ゼ
ロ
と
の
こ
と
だ
。
こ
れ

は
由
々
し
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
２
０
２
０
年
以
降
の
障
が
い

者
正
規
採
用
の
有
無
を
問
う
。

【
町
長
】】
行
政
の
執
行
者
と
し
て
法
定

雇
用
率
を
守
る
こ
と
は
責
務
で
あ
る
が
、

町
で
は
法
定
雇
用
率
を
超
え
て
お
り
、

現
時
点
で
問
題
は
な
い
。

【
林
】
正
規
職
員
の
障
が
い
者
ゼ
ロ
は
、

恣
意
的
に
も
感
じ
る
し
、
対
外
的
に
も

胸
を
張
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
水
増
し

問
題
を
受
け
て
中
央
省
庁
で
は
来
年
早

々
、
障
が
い
者
に
特
化
し
た
採
用
試
験

を
実
施
す
る
と
聞
く
が
、
当
町
で
も
採

用
試
験
に
お
い
て
障
が
い
者
枠
を
設
け

れ
ば
ど
う
か
。

【
参
事
兼
総
務
課
長
】
現
段
階
で
は
障

が
い
者
枠
は
考
え
て
い
な
い
が
、
更
な

る
雇
用
率
の
向
上
と
環
境
整
備
に
努
め
、

公
正
な
職
員
採
用
を
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
▼
平
成
31
年
度
予
算
編

成
▼
公
共
施
設
の
防
犯
体
制

林　　真弥 議員

問 

職
員
採
用
に
障
が
い
者
枠
を
設
け
よ

　
　
答 

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

【
諏
訪
】
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
防
止
や
軽
減
化
を
図
る
に
は
、

生
息
数
を
減
ら
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
捕
獲
数
の
増
加
に
と
も
な

い
処
分
方
策
が
大
き
な
課
題
と
な
り
つ

つ
あ
る
。

①
七
尾
鹿
島
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
の

業
務
指
針
、
②
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の

処
分
施
設
の
整
備
の
二
点
に
つ
い
て
問

う
。

【
町
長
】
①
こ
の
協
議
会
は
、中
能
登
町
、

七
尾
市
、
石
川
県
、
猟
友
会
七
尾
鹿
島

支
部
な
ど
の
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
お
り
、
七
尾
鹿
島
地
域
に
お
け
る
鳥

獣
に
よ
る
農
林
業
の
被
害
を
把
握
し
、

被
害
防
止
の
た
め
の
対
策
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
国
の
補
助
事
業
で
、
新
規

に
電
気
柵
を
設
置
す
る
地
区
に
対
し
て

は
、
講
習
会
を
開
催
し
、
効
果
的
な
電

気
柵
の
設
置
や
取
扱
方
法
等
を
指
導
す

と
共
に
、
設
置
後
の
現
地
確
認
も
実
施
。

捕
獲
を
実
施
し
て
い
る
地
区
の
捕
獲
者

を
対
象
に
、
毎
年
一
回
研
修
会
を
開
催

し
、
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、
先
進
地

の
事
例
を
踏
ま
え
、
イ
ノ
シ
シ
の
適
切

な
駆
除
方
法
を
指
導
し
て
い
る
。

②
捕
獲
の
約
90
％
が
埋
設
処
理
さ
れ
て

お
り
、
地
区
の
負
担
は
大
き
い
。
し
か

し
、
町
単
独
で
処
理
施
設
を
建
設
す
る

こ
と
は
困
難
。
協
議
会
等
で
議
論
し
対

処
し
た
い
。

問 

イ
ノ
シ
シ
処
分
の
施
設
化
を
図
れ

　
　
答 

早
急
に
解
決
策
を
議
論
し
た
い

【
中
川
】
12
月
10
日
か
ら
16
日
に
か
け

て
毎
日
夜
９
時
に
小
中
学
校
の
職
員
室

の
明
か
り
を
見
た
。
土
日
以
外
は
す
べ

て
職
員
室
の
電
灯
が
つ
い
て
い
た
。
働

き
方
改
革
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
早
く
帰
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
が
、
全
く
仕
事
が
減
ら
な
い
。
逆

に
文
科
省
か
ら
仕
事
を
増
や
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
何
と
か
す
る
に
は
教

員
の
定
数
改
善
し
か
無
い
の
で
は
と
の

思
い
が
あ
る
。
当
町
は
改
革
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設

置
、
留
守
番
電
話
の
設
置
、
各
校
に
校

務
支
援
員
の
配
置
、土
曜
授
業
の
廃
止
、

部
活
動
の
休
養
日
設
置
、
午
後
８
時
退

勤
と
す
る
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
多
忙

感
の
払
拭
に
は
届
い
て
い
な
い
。
学
校

現
場
は
教
職
員
の
情
熱
と
献
身
的
な
努

力
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
面
が
多
々

あ
り
、
長
時
間
勤
務
の
状
態
が
続
く
事

に
よ
り
教
職
員
が
心
身
の
健
康
を
損
な

い
、
子
ど
も
た
ち
と
真
摯
に
向
き
合
う

こ
と
が
出
来
無
く
な
る
こ
と
や
、
教
職

員
を
志
望
す
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

【
町
長
】
中
能
登
町
と
し
て
の
教
育
環

境
は
県
内
で
も
特
別
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

充
実
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
▼
滝
尾
小
学
校
の
跡
地

問 

先
生
の
働
き
方
改
革
は
進
ん
で
い
る
か

　
　
答 

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る

中学校12月13日夜９時の職員室の明かり

12月定例会議 一 般 質 問

捕獲されたイノシシ



　
　町内の農家の産物が少ないのではないか。
質問：委員質疑

　農産物の割合については、28年度の49％
から29年度では53％へと徐々に割合が増え
てきている。

回答：町 答 弁

議会だより とびら 第18号議会だより とびら 第18号 1415

元気な町づくりの拠点に　道の駅織姫の里なかのと

【
宮
下
】
Ｊ
Ａ
能
登
わ
か
ば
が
指
定
管

理
を
受
け
て
５
年
が
経
つ
が
、
事
業
成

果
に
つ
い
て
問
う
。

【
町
長
】
能
登
牛
や
能
登
豚
、
カ
ラ
ー

野
菜
と
い
っ
た
農
作
物
が
こ
の
地
域
に

定
着
し
農
業
の
振
興
を
図
る
施
設
と
し

て
効
果
が
広
が
っ
て
き
た
。

【
企
画
課
長
】
来
客
者
数
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
売
上
が
増
加
す
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る
。
昨
年
度
よ
り
ど
ぶ

ろ
く
販
売
を
開
始
し
、
順
調
に
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
今
年
度
は
県
内

外
旅
行
者
に
よ
る
大
型
バ
ス
来
場
も
少

し
ず
つ
増
加
し
て
お
り
、
５
年
目
に
し

て
よ
う
や
く
認
知
度
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
。

【
宮
下
】
今
後
５
年
間
に
向
け
て
施
設

管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
企
画
課
長
】
Ｊ
Ａ
能
登
わ
か
ば
の
持

つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
カ
ラ
ー
野
菜

の
普
及
を
初
め
、
農
業
生
産
者
の
技
術

向
上
と
生
産
拡
大
に
努
め
る
。
一
般
公

募
は
行
わ
な
い
方
向
で
Ｊ
Ａ
能
登
わ
か

ば
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。
安
心
、

安
全
な
農
作
物
づ
く
り
と
活
力
の
あ
る

元
気
な
町
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

宮下　為幸 議員

問 

道
の
駅
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
　
答 

Ｊ
Ａ
能
登
わ
か
ば
と
５
年
間
継
続
し
た
い

【
甲
部
】
町
管
理
の
公
衆
ト
イ
レ
の
数

と
そ
の
状
況
、
そ
れ
ら
の
管
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
特
に
能
登
二
宮
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
洋

式
化
を
考
え
ら
れ
な
い
か
を
問
う
。

【
町
長
】
町
内
に
は
、
町
管
理
の
公
衆

ト
イ
レ
が
25
箇
所
あ
る
。

　

管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
有
人
駅
で

あ
る
良
川
駅
、
能
登
部
駅
は
駅
員
が
、

能
登
二
宮
駅
は
シ
ル
バ
ー
人
材
、
金
丸

駅
は
駅
振
興
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し

て
い
る
。

　

現
在
、
能
登
二
宮
駅
の
ト
イ
レ
は
、

和
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
洋
式
改
修
を

検
討
し
た
い
。

【
総
務
課
長
】
町
管
理
の
公
衆
ト
イ
レ

は
、
公
園
８
箇
所
、
観
光
施
設
が
７
箇

所
、
Ｊ
Ｒ
が
４
箇
所
の
ほ
か
６
箇
所
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
洋
式
化
率
は

男
性
が
４
割
、
女
性
が
５
割
、
内
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
済
の
も
の
は
11
箇
所

あ
る
。

【
企
画
課
長
】
能
登
二
宮
駅
は
、
平
成

４
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
比
較
的
新
し

い
駅
で
あ
る
。
金
丸
駅
は
平
成
17
年
に

改
修
し
て
い
る
。
良
川
駅
、
能
登
部
駅

は
建
設
後
約
60
年
経
過
し
て
い
る
た
め
、

構
想
計
画
を
策
定
し
駅
周
辺
を
含
め
た

一
体
整
備
を
前
向
き
に
検
討
す
る
時
期

だ
と
考
え
て
い
る
。
能
登
二
宮
駅
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
意
識
し
た
洋
式
ト
イ
レ
の
改
修

と
駅
舎
の
修
繕
工
事
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
質
問
▼
ゆ
り
が
丘
住
宅
前
（
西

馬
場
）
の
横
断
歩
道
設
置

甲部　昭夫 議員

問 

町
施
設
の
公
衆
ト
イ
レ
を
洋
式
化
に

　
　
答 

能
登
二
宮
駅
ト
イ
レ
の
改
修
を
検
討
す
る

12月定例会議 一 般 質 問

能登二宮駅

常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告

総務建設常任委員会務建設常任委員会

常
任
委
員
会
審
議
内
容
報
告

教育民生常任委員会育民生常任委員会

イセヒカリ米給食試食会に参加

　１月31日、中能登町立小中学校の給食に中能登町で作られた「脅威の稲」「イセヒカリ」
が使われました。このイセヒカリはコシヒカリの突然変異とされており、伊勢神宮の神田で
見つかった米だそうです。中能登中学校では試食会が行われ、杉本町長はじめ、教育民生委
員の議員、教育関係者が出席し、イセヒカリの味をかみしめていただきました。また、中能
登町二宮の天日陰比咩神社でおはらいされた米を合格祈願米として高校受験をひかえる中学
３年生全員に配布されました。

道の駅 織姫の里 なかのと

―３年生受験応援―

第30回記念ツール・ド・のと400での道の駅のにぎわい
　　　　　開催日：平成30年９月24日

イセヒカリを使った献立 ランチルームで皆でいただきました

　町から、引き続き道の駅織姫の里なかのとの指定管理者として能登わかば農業協同組合を
指定したいとの説明を受けました。選定理由としては、これまで能登わかば農業協同組合の
ノウハウを活用し、農産物の生産拡大を推進するとともに、カラー野菜の普及、能登牛、能
登豚などの販売を促進するなど、地域活性化や賑わいの創出も図りながら、適切な施設の維
持管理に努めていたことから、引き続き指定管理者として選定したいとのことでした。指定
期間は、平成31年４月１日からの５年間とのことです。
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研修報告

議会全体行政視察研修　議員11人参加
平成30年10月30日から31日　　視察先　山梨県昭和町

【議会の活性化と防災体制の取り組み】
　昭和町の人口は約２万人ですが、歳入総額の55％が町税（こ
の内固定資産税が51％を占める）となっており、水源が豊富
なため精密機械等の企業誘致も功を奏し、不交付税団体となっ
ていました。昭和町議会は平成24年３月23日、昭和町議会災
害対策本部を立ち上げて以来、参集訓練、応急手当講習会、担
架の作り方講習会等、議会独自で防災訓練を行っており、それ
らを地域住民と共有することで防災意識の向上につなげてい
るとのことでした。更には、道路崩壊等を想定し、対策本部ま
での移動を各自自転車で行ったとのことで、これは大いに参考
になると考えます。
　我々中能登町議会議員も、災害時に必要不可欠な知識習得に向けた講習会等を積極的に実施し、よ
り一層町民との意識の共有を図らなければならないと強く感じた視察研修となりました。

（報告者　議長　宮下為幸）

活発に意見交換を行う

研修報告

教育民生常任委員会視察研修　委員全６人参加
平成30年11月７日から８日　　視察先　愛知県半田市、岐阜県岐南町

【愛知県半田市の総合型地域スポーツクラブ】
　「誰でも、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親し
めるように」半田市のスポーツ振興はこの４つの理念の下で進
められ、市内５中学校に各総合型地域スポーツクラブのクラブ
ハウスを併設するという、これぞ「総合型地域スポーツクラブ」
との印象を受けました。生涯スポーツの場としては、半田市
民約12万人が年齢や競技の垣根を越えて一同に会することで、
住民間のチームワーク構築にもつながることでしょう。中能登
町において、半田市と同様の総合型地域スポーツクラブの形態
がベストかどうかは明言できませんが、子どもたちや若者たち
の夢や熱い思いへのチャレンジと健康長寿へ向けた施策として、類似のスポーツシステムは早急に実
現すべきとの思いであります。　
【岐阜県岐南町の介護予防関係の取り組み】
　岐阜県岐南町は中能登町の10分の１強の面積ですが、様々な立地条件に恵まれたこともあり昭和
40年代以降人口が増え続け、現在は当初の約３倍となる25,000人あまりとなっているとのことでし
た。年間の出生数は約300人、高齢化率22%と活気に溢れた町だとの印象ですが介護予防策にもしっ
かりと取り組んでおり、高齢者自らが「自助」と「互助」を実践できるよう、体操教室の普及啓発や
介護サポーターの養成を積極的に行っているとの説明を受けました。 （報告者　委員長　甲部昭夫）

総合型地域スポーツクラブで説明を
受ける

議 会
モ ニ ータ

議会モニター・澤　良一さんと議会広報「とびら」について意見
交換会を行いました。より多くの方に手に取っていただける、見
やすい「とびら」となるよう貴重なご意見をいただきました。議
会では、さらに町民に「開かれた議会」を目指して参ります。

平成30年11月21日㈬　　報告者　坂井幸雄

【議案第２号】　平成30年度組合一般会計補正予算（第１号）
　　　　　　　歳入歳出予算の総額にそれぞれ1億4369万８千円を増額し、予算総額を11億6539

万８千円とする。
【内容】　　　　平成29年度一般会計で生じた余剰金を財政調整基金に積立てるとともに同基金の

一部を取崩し、関係団体負担金の軽減を図るほか、売電収入の減収分を補填するもの。
【採決】　　　　全会一致で可決

石川北部アール・ディ・エフ広域処理組合議会からの報告

議会運営委員会研修　委員全５人と議長が参加
平成30年11月27日から28日　　視察先　神奈川県葉山町

【議会会議の放映】
　葉山町では、全員協議会をはじめ全ての委員会が生中継及び録画による後日放映がされており、町
民に議会内容を理解していただくための手法として大いに参考にすべきと痛感しました。当町では定
例会議のみ中継していて、町民各位への周知や理解という点ではまだまだ薄いと考えています。当町
での委員会を全て放映することについては、現時点では設備に課題はあるものの、開かれた議会の第
一歩として積極的に取り組む価値が大いにあると感じました。更に葉山町議会では、ペーパーレス化
を目的にタブレットを導入しており、導入に関して多々意見があったとの事でしたが、結果的には正
解だったとの説明を受け、議会改革に向け当町でも導入は必須であると考えます。
　今回は議会運営委員会の視察研修でしたが、他の議員にも理解してもらい賛同を得られるように、
委員長として努力していく覚悟ができた研修であったことをご報告致します。

（報告者　委員長　作間七郎）

総務建設常任委員会視察研修　委員５人が参加
平成31年１月31日から２月１日　　視察先　岐阜県郡上市、滋賀県愛荘町

【郡上市のどぶろく特区における地域活性化について】
　郡上市大和町では、平成20年にどぶろく特区の認定を受け、主にどぶろく祭りの開催や全国どぶ
ろく研究大会への参加に取り組んでいるとのことでした。全国大会では各地のどぶろく審査が行われ、
製造者間のつながりや連携が図られるとお聞きしました。当町も積極的に大会へ参加し、全国のどぶ
ろく仲間とのネットワークづくりや情報共有を行っていくことも、特区地域の大切な活動の一つでは
ないかと強く感じたところであります。なお、来年度の全国大会は郡上市開催とのことでありました。
【愛荘町の観光産業の推進について】
　昨年に開設した「愛知川ふれあい本陣」施設では、観光交流の拠点として、情報発信や体験交流・
滞在施設等として、交流人口の拡大を目指していくとのことでした。また、伝統産業では、近江上布、
愛知川びんてまりなどがあり、歴史的な職人技術が今もなお活かされておりました。これらの産業資
源を活かし、国内外からの集客交流を図る「産業観光」の推進に力を入れているとの説明を受けました。

（報告者　委員長　坂井幸雄）

H30
 12/21

　　★モニターからのご意見★
①主要事項やキーワードにQRコードを活用　②一般質問の（テーマ別）内容の層別化　③一般
質問の５段階評価　④町民の声・アンケートの結果を議会活動に生かす　⑤全ての委員会等の活
動報告の掲載　⑥難解な言葉には注釈　⑦議会の仕組みと流れを分かり易く解説し、町民の議会
活動の理解と参画をより促す
　　「《とびら》は議会（活動）の鏡」です。議会（議員）の自由闊達な討議、より活性化が図ら
れると町民との架け橋《とびら》もより充実しファンも増えます。紙面に「なに」を「どう伝え
るか」そして議会活動を「どう理解して貰えるか」⇒皆さんの腕の見せ所です。
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議会活動報告 11月から1月までの議会活動
○…出席　　　×…欠席　　△…早退・遅刻
－…委員外　　公…公務　　
オ…議長が各委員会にオブザーバーで出席するとき

さまざまな会議の議員の出欠
状況をお知らせします。

議会からのお知らせ

３月定例会議の日程
３月 ５日㈫ 10：00　定例会議　開議
　　　　〔議案上程・提案理由説明・質疑など〕
３月 ６日㈬ 10：00　教育民生常任委員会
　　　　　 13：30　総務建設常任委員会
３月 ７日㈭ 10：00　予算決算常任委員会
３月 ８日㈮ 10：00　予算決算常任委員会
３月11日㈪ 10：00　予算決算常任委員会
３月12日㈫ 10：00　予算決算常任委員会
３月13日㈬ 10：00　予算決算常任委員会
３月19日㈫ 10：00　一般質問
３月20日㈬ 13：30　一般質問（予備日）
３月22日㈮ 13：30　全員協議会
　　　　　 15：00　定例会議 最終日
　　　　　　〔委員長報告・質疑・討論・採決〕

ぜひ傍聴にお越しください。定例会議は
ケーブルテレビ「なかのとチャンネル」
で中継します。

定例監査報告
１ 監査の方法
　書類等が関係法令や条例等に基づき処理されているか、計数は正
確か、事務の執行は適正かつ効率的に行われているかを検証するた
め、関係書類と照合確認を行ったほか、担当課から説明を求めるな
どの方法で実施した。
２ 監査の結果
　各部局における事務の執行等については、概ね適正に処理されて
いるものと認められた。事務処理上、留意すべき軽微なものについ
ては、その都度口頭で指摘等した。
３ 指摘事項の主なものについては次のとおり
　①週休日の振替等命令簿について……31年度はシステム導入すると聞くが､再度､週休日又は休日に
勤務した場合の代休の考え方を全課において統一した認識のもとで取得されるよう努められたい。

　②滞納整理について……滞納整理に対する方針を再確認され、滞納整理機構と連携をより密にする
など、積極的な滞納整理に努められたい。

　③その他……出張時にやむをえず自家用車を使用する場合は、「町自家用車の公務使用に関する要綱」
に基づく手続きを行い執務にあたられたい。
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11月 ５日 議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ― ― オ ○ ○ ○
11月 ６日 庁舎統合建設特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
11月 ９日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ × ○ ― ― オ ― ― ―
11月12日 議会行革・活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
11月13日 教育民生常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― オ ○ ― ―
11月13日 総務建設常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○
11月26日 議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ― ― オ ○ ○ ○
11月30日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月30日 11月随時会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 ５日 12月定例会議　初日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 ６日 教育民生常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― オ ○ ― ―
12月 ６日 総務建設常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○
12月 ７日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
12月 ７日 議会行革・活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
12月14日 12月定例会議　一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月14日 総務建設常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○
12月17日 12月定例会議　一般質問 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
12月18日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
12月18日 教育民生常任委員会 ○ ○ ― × ○ ― ○ ― オ ○ ― ―
12月18日 総務建設常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○
12月18日 全員協議会 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月18日 12月定例会議　最終日 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月21日 議会広報特別委員会 ○ ○ × ○ ○ ○ ― ― オ ― ― ―
12月25日 議会行革・活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ ○ ○ ○
 １月 ８日 全員協議会（議員） ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 １月 ８日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― オ ― ― ―
 １月15日 教育民生常任委員会 ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― オ ○ ― ―
 １月15日 総務建設常任委員会 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○
 １月25日 議会運営委員会 ― ― ― ○ ○ ― ― ― オ ○ ○ ○
 １月30日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会
― 11月５日開催 ―

▶随時会議と12月定例会議
　日程など協議

― 11月26日開催 ―
▶定例会議議案
▶陳情書
▶議会費の31年度当初予算
　などについて協議

議会行革・活性化特別委員会
― 11月12日開催 ―

▶子ども議会
▶議会報告会　などについて協議

― 12月７日開催 ―
▶子ども議会　について協議

― 12月25日開催 ―
▶議会報告会の回答について
　協議

議会広報特別委員会
― 11月９日開催 ―

▶とびら第17号の表紙選定や
　掲載内容を確認

― 12月21日開催 ―
▶議会モニターとの意見交換会
　　　― １月８日開催 ―
▶とびら18号の掲載内容を
　協議し誌面の役割分担を行う

レポート提出します
12月定例会議議員派遣

報告者：土本　稔 期　日：平成31年１月24日
場　所：地方議員研究会　東京都内
テーマ：財政問題から公共施設の統廃合に向けた
　　　　考え方
　旧町時代に建てられた類似施設の老朽化について、
今後どのように対応すれば良いかと思い、研修に参加
した。財政問題から施設の統廃合は、多くの自治体が
直面する課題であった。当町における統合庁舎は全国
的に特殊な問題ではなく、良く似た問題を抱える議員
が多く参加していたのには、少し驚いた。老朽化施設
の維持管理が将来の財政に負担が多いため、面積縮減
しなくてはならない。つまり、統廃合となる訳です。
このことは、町民みな理解しておりますが、自分が利
用している施設は残してほしい。廃止するなら別の施
設にしてほしい。正直このような意見が多数である。
総論賛成各論反対を突破するには、正しい数字やデー
タを集める必要がある。全国の自治体の多くは、公共
施設等総合管理計画を作成したが、計画に基づき実施
されている個所は少ない。やはり、地区単位の感情論
が大きく進まないのである。今回の研修を通じて、施
設利用者数や施設の耐用年数を調べ、将来の町ビジョ
ンと照らし合わせて進めるべきと強く感じた。

監査の期間：平成30年10月24日、25日、26日、29日
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「
う
ー
ん
、
な
る
ほ
ど
」
と

議
員
、
執
行
部
を
唸
ら
せ
る
質

問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
度

の
中
学
３
年
生
に
よ
る
「
こ
ど

も
議
会
」。「
ゴ
ミ
問
題
」
へ
の

取
り
組
み
を
正
し
た
質
問
は
、

子
ど
も
達
作
成
の
「
ポ
イ
捨
て

禁
止
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
」
で
大

き
な
啓
発
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

「
僕
た
ち
の
声
が
、
地
域
を
変

え
る
！
」
子
ど
も
達
に
政
治
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
達
が
、
世
界
を
、
未
来
を
拓

く
力
を
育
ん
で
い
く
中
能
登
町

議
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
12
月
、
小
学
６
年
生

に
よ
る
「
こ
ど
も
議
会
」
が
、

元
気
一
杯
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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笹
川　

広
美

能登部下にお住まいの
境さんご一家

　　　　　　　　　　　　　　　　質問1、中能登町の魅力は？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもの医療費窓口無料化、保育料の減額制度が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とても魅力です。子どもが３人いるのでとても助か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っています。あとは若い方の移住が増えて町の人口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が減っていないところです。
　　　　　　　　　　　　　　　　質問2、３世代家族の良さは？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分たちが仕事の時に、保育園の送り迎えや子供
の世話など、家族なので安心して任せられるところです。
質問3、中能登町が将来どうなっていて欲しいですか？
　　子育てに対してとても充実しているので、５年・10年たってもその良さを継続してより
よい町になって欲しいです。
質問4、現在の教育についてどう思いますか？
　　家には小学校低学年が二人いますが、先生方はとてもよく
してくれていると思います｡ただ核家族が増える中､学童クラ
ブがもう少し安心して預けやすくなればいいなと思います。
質問5、中能登町の行事はどうですか？
　　町祭である「織り姫夏ものがたり」や紀宝町との交流、台
湾との交流、また最近始まったハロウィンイベントなど、子
供からお年寄りまで参加しやすい行事が多彩にあり、とても
良いと思います。

家族の声家族の声家族の声

議会をよりわかりやすくPart1議会をよりわかりやすくPart1

３･６･９･12 月に開かれる定例会議の基本的な流れ

本会議
①開会　　　　　議長宣告
②議案上程
③提案理由説明　提案者が議案の趣旨を説明
④質疑　　　　　議員が議案に対して質疑
⑤委員会付託　　議案の審査→各常任委員会に付託

委員会審議 付託された議案について審査　⇒ 委員会としての賛否を決定

一般質問　議員が町政全般について質問　⇒ 町長が答弁

①委員長報告　　各委員会審査結果報告
②討議　　　　　議員が賛成、反対の意見陳述
③採決　　　　　議案の賛否を問う
④閉会　　　　　議長宣告

本会議


